
鎌 倉 朝 日２０２２年（令和４年）１０月１日 （４）第   523 号 1部　110 円

鎌倉朝日新聞社
広告をお待ちしています
地域の活性化のためにも

TEL 0467（24）8553
FAX 0467（23）1205

路
線
の
風
景
な
ど
、
い
く
つ

か
条
件
が
あ
る
。
江
ノ
電
は

２
両
と
４
両
編
成
。
沿
線
に

は
紫
陽
花
、
コ
ス
モ
ス
、
野

の
花
な
ど
、
脇
役
が
季
節
を

感
じ
さ
せ
る
。
そ
し
て
、
海

あ
り
、
山
あ
り
、
か
と
思
う

と
、
商
店
街
で
は
路
面
電
車

と
な
る
。
10
㎞
の
短
い
鉄
路

は
変
化
に
富
ん
で
い
る
。

　
今
回
は
稲
村
ヶ
崎
と
七

里
ヶ
浜
の
間
で
、
ち
ょ
う
ど

夕
暮
れ
の
逆
光
の
中
に
表
れ

た
車
両
を
写
真
に
撮
っ
て
ア

ト
リ
エ
で
描
い
た
。
や
は

り
、
江
ノ
電
は
絵
に
な
る
。

　
水
彩
　
46
×
61
㎝

　
絵
に
な
る
電
車
、
と
い
う

の
が
あ
る
。
車
両
や
編
成
、

59

「
江
ノ
電
」

黒
川
　明

　
永
く
乗
っ
た
愛
車
を
「
安

心
し
て
売
り
た
い
」「
で
き

る
だ
け
高
く
売
り
た
い
」「
手

間
な
く
手
軽
に
売
却
し
た

い
」
そ
ん
な
人
に
お
勧
め
し

た
い
の
が
、
鎌
倉
・
逗
子
周

辺
で
実
績
多
数
の
車
買
取
専

門
店
の
ハ
ッ
ピ
ー
カ
ー
ズ 

鎌
倉
店
。

　「
車
の
運
転
卒
業
を
ご
決

断
さ
れ
た
方
か
ら
の
お
問
合

せ
が
増
え
て
い
ま
す
。
無
料

の
出
張
査
定
で
、
査
定
額
次

第
で
検
討
さ
れ
て
も
構
い
ま

せ
ん
。
お
気
軽
に
お
問
合
せ

く
だ
さ
い
」
と
坂
野
代
表
は

話
す
。

　
同
店
で
は
大
き
な
店
舗
を

持
た
ず
、
抑
え
た
固
定
費
を

買
取
金
額
に
還
元
。
他
社
で

年
式
が
古
い
、
走
行
距
離
が

多
い
等
の
理
由
で
、
査
定
額

が
０
円
と
言
わ
れ
た
車
も
最

低
２
万
円
以
上
で
買
い
取
っ

て
く
れ
る
（
１
６
０
０
㏄
以

下
は
５
千
円
以
上
）。
代
金

は
即
日
現
金
払
い
、
名
義
変

更
の
完
了
通
知
書
も
送
付
し

て
く
れ
る
の
で
安
心
。

　
親
切
で
丁
寧
と
評
判
の
ハ

ッ
ピ
ー
カ
ー
ズ
鎌
倉
店
。
一

度
、
連
絡
を
し
て
み
て
は
。

　
ハ
ッ
ピ
ー
カ
ー
ズ 

鎌
倉
店

（
由
比
ガ
浜
オ
フ
ィ
ス
）

☎
０
４
６
７
・
81
・
４
６
４
１

９
時
〜
20
時
・
定
休
日
な
し

車
を
売
ろ
う
か
検
討
中
な
ら

任
せ
て
安
心
・
地
元
の
車
買
取
店
へ

無料で出張査定に伺います

『さすがさがすさ～
へんなまちがいさがし』

伊藤 文人 著

　
難
病
を
持
つ
人
や
そ
の
家

族
が
気
軽
に
話
を
聞
い
て
も

ら
い
、
気
持
ち
を
楽
に
し
て

も
ら
う
こ
と
を
願
っ
て
、
神

奈
川
県
内
の
難
病
を
持
つ
人

た
ち
な
ど
が
集
ま
り
、
今
年

４
月
１
日
に
「
難
病
等
を
も

つ
方
と
と
も
に
歩
む
ピ
ア
サ

ポ
ー
ト
の
会
ミ
モ
ザ
」（
相

場
詳
悟
代
表
）を
発
足
し
た
。

　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
神
奈
川
県
難

難
病
等
を
も
つ
方
と
と
も
に
歩
む

ピ
ア
サ
ポ
ー
ト
の
会
「
ミ
モ
ザ
」

病
団
体
連
絡
協
議
会
で
「
ピ

ア
相
談
」
を
し
て
い
た
メ
ン

バ
ー
ら
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で

電
話
相
談
や
「
癒
や
し
カ
フ

ェ
」
な
ど
を
し
て
い
る
。

　
会
で
は
患
者
や
家
族
が
話

を
す
る
こ
と
で
「
明
日
も
頑

張
ろ
う
」
と
思
っ
て
も
ら
え

れ
ば
と
話
し
て
い
る
。

　
電
話
相
談
は
、
平
日
の
月

曜
～
金
曜
12
時
～
16
時
。
☎

０
７
０
・
１
５
０
０
・
６
３

７
２
。
癒
や
し
カ
フ
ェ
は
、

月
２
回
、
土
曜
13
時
～
15

時
、
オ
ン
ラ
イ
ン
・
対
面
＝

神
奈
川
県
民
セ
ン
タ
ー
。
日

程
・
開
催
形
式
は
Ｈ
Ｐ
で
確

認
を
。

　
連
絡
先
　
横
浜
市
神
奈
川

区
鶴
屋
町
２
―
24
―
２
　
神

奈
川
県
民
セ
ン
タ
ー
12
階
　

か
な
が
わ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ

ン
タ
ー
気
付
NO.
３

　
資
産
を
増
や
し
て
い
く
時
、

相
続
に
関
係
な
く
何
を
持
つ
か

を
考
え
る
と
思
い
ま
す
。

　
現
金
預
金
・
有
価
証
券
・
貴

金
属
・
書
画
骨
董
・
車
・
会
員

権
・
不
動
産
等
で
、
現
金
預
金

以
外
は
購
入
時
点
よ
り
日
が
経

つ
と
価
値
が
変
わ
っ
て
い
く
事

が
多
い
も
の
で
す
。
相
場
が
上

が
れ
ば
良
い
で
す
が
、
下
が
っ

た
り
す
る
と
損
を
し
た
気
に
な

り
不
愉
快
な
も
の
で
す
。

　
相
続
の
時
、
現
金
預
金
は
そ

の
ま
ま
の
金
額
が
遺
産
と
し
て

計
算
さ
れ
ま
す
。
そ
れ
以
外
の

物
は
そ
の
時
点
の
相
場
が
基
準

に
な
り
ま
す
。
し
か
し
土
地
は

路
線
価
で
、
建
物
は
評
価
額
で

計
算
さ
れ
ま
す
。
路
線
価
と
は

税
務
署
が
相
続
税
を
計
算
す
る

た
め
に
全
国
の
道
路
に
価
格
を

決
め
て
い
ま
す
。
そ
の
価
格
を

基
に
該
当
す
る
土
地
か
ど
の
位

か
計
算
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て

い
ま
す
。
路
線
価
は
通
常
売
買

金
額
の
７
～
８
割
位
な
の
で
、

現
金
で
持
つ
よ
り
か
な
り
有
利

な
資
産
で
す
。
た
だ
し
現
金
化

す
る
の
に
時
間
と
手
間
が
か
か

る
の
で
絶
対
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
土
地
や
建
物
に
は
色
々
な

優
遇
措
置
が
あ
り
、
一
定
の
規

模
な
ら
相
続
で
手
放
さ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
事
が
起
き
な
い
よ

う
に
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
住

居
以
外
に
も
色
々
な
優
遇
措
置

を
組
み
合
わ
せ
る
事
業
用
不
動

産
の
持
ち
方
が
あ
り
ま
す
、
有

価
証
券
・
貴
金
属
等
よ
り
有
利

な
方
法
が
幾
つ
か
残
さ
れ
て
い

ま
す
の
で
、
事
業
用
不
動
産
の

専
門
家
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
日
向
建
設
　
鎌
倉
市
大
船
１
―
15
―
３

☎
０
４
６
７･

47･

５
４
５
４
　http://www.hyuuga.co.jp

財
産
に
つ
い
て

101

ミ
モ
ザ
の
会
の
メ
ン
バ
ー
た
ち

　
ト
マ
ト
、
タ
ケ
ヤ
ブ
ヤ
ケ

タ
…
上
か
ら
読
ん
で
も
下
か

ら
読
ん
で
も
同
じ
に
な
る
回

文
。
不
思
議
で
愉
快
な
回
文

の
世
界
が
、
ま
ち
が
い
さ
が

し
の
イ
ラ
ス
ト
と
な
っ
て
登

場
し
た
。
著
者
は
『
ま
さ
か

さ
か
さ
ま
』
な
ど
さ
か
さ
絵

本
で
お
馴
染
み
の
伊
藤
文
人

さ
ん
（
72
）
＝
写
真
。

　
２
枚
の
絵
を
見
比
べ
て
ま

ち
が
え
さ
が
し
。
鏡
絵
に

な
っ
て
い
て
普
通
の
ま
ち
が

い
さ
が
し
よ
り
も
難
し
い
。

子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
幅
広

い
年
代
で
楽
し
め
る
。
初
級

編
、中
級
編
、上
級
編
と
徐
々

に
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
。「
上
級

編
は
１
問
に
40
分
～
１
時
間

か
か
る
か
も
」と
伊
藤
さ
ん
。

　
伊
藤
さ
ん
は
、
さ
か
さ
ま

研
究
所
所
長
、

日
本
回
文
ま
ん

が
学
会
会
長
を

歴
任
。
２
０
０

２
年
全
国
ト

リ
ッ
ク
ア
ー
ト

コ
ン
ペ
グ
ラ
ン
プ
リ
な
ど
の

受
賞
や
、
さ
か
さ
絵
本
、
ト

リ
ッ
ク
ア
ー
ト
本
な
ど
の
出

版
多
数
。

　
み
ら
い
パ
ブ
リ
ッ
シ
ン
グ

刊
、
１
３
９
９
円
（
税
込
）。

　
◆
読
者
プ
レ
ゼ
ン
ト
　
著

者
の
ご
好
意
で
３
人
に
。
往

復
ハ
ガ
キ
に
住
所
、
氏
名
、

年
齢
、
鎌
倉
朝
日
の
感
想
を

書
い
て
１
面
題
字
下
住
所
の

鎌
倉
朝
日
へ
。
10
月
10
日
必

着
。
多
数
抽
選
。

　
大
河
ド
ラ
マ
「
鎌
倉
殿
の

13
人
」
に
よ
っ
て
、
い
ろ
い

ろ
な
面
か
ら
鎌
倉
時
代
に
興

味
を
持
つ
よ
う
に
な
っ
た
人

が
増
え
て
い
る
と
い
う
。

　
著
者
は
、
諸
説
あ
る
鎌
倉

幕
府
成
立
の
年
を
、
新
設

と
な
っ
た
幕
府
館
で
頼
朝

と
御
家
人
に
よ
る
盛
大
な

「
移い

徒し

の
儀
」
が
行
わ
れ
た

１
１
８
０
年
（
治
承
４
）
と

す
る
。「
移
徒
の
儀
」
は
、

鎌
倉
入
り
し
た
頼
朝
が
最
初

に
行
っ
た
公
式
行
事
で
、
こ

れ
に
よ
っ
て
武
家
に
よ
る
新

た
な
社
会
が
鎌
倉
の
地
に
出

来
上
が
っ
た
こ
と
を
内
外
に

示
し
た
。
頼
朝
と
東

あ
づ
ま
え
び
す

夷
に

よ
っ
て
政
治
的
困
難
を
見
事

に
克
服
し
、
創
建
さ
れ
た
鎌

倉
幕
府
は
、
江
戸
幕
府
が
完

成
し
た
封
建
社
会
建
設
へ
の

突
破
口
を
き
り
ひ
ら
く
と
い

う
大
き
な
意
義
を
持
つ
も
の

で
あ
っ
た
と
い
う
視
点
か
ら

鎌
倉
時
代
を
読
み
解
く
。

　
学
生
時
代
は
西
洋
史
を
専

攻
、
そ
の
後
、
神
奈
川
の
県

立
高
校
で
社
会
科
教
諭
、
ま

た
鎌
倉
市
議
を
務
め
、
現
在

は
鎌
倉
逗
子
学
習
会
議
議

長
、
鎌
倉
歴
史
フ
ォ
ー
ラ
ム

主
宰
。
１
９
８
０
円
、
冬
花

社
刊
☎
23
・
９
９
７
３

　
鎌
倉
市
津
の
間
米
由
美
子

さ
ん
が
４
冊
目
の
詩
集
を
発

行
し
た
＝
写
真
。

　
１
９
６
８
年
生
ま
れ
、
鎌

倉
高
校
卒
。
18
歳
で
難
病
を

患
う
。
20
歳
代
で
カ
ト
リ
ッ

ク
の
信
者
と
な
り
、
神
父
に

勧
め
ら
れ
て
詩
を
書
き
始
め

た
。
Ｂ
６
判
、
96
㌻
。「
生

き
る
」「
や
さ
し
さ
」「
人
生
」

な
ど
の
詩
か
ら
純
粋
な
気
持

ち
、
ほ
の
ぼ
の
と
し
た
も
の

が
伝
わ
っ
て
く
る
。
千
円
、

湘
南
社
刊
☎
０
４
６
６
・
26

 

・
０
０
６
８

『
新
し
い
時
代
を
ひ
ら
き

滅
び
た
鎌
倉
幕
府
』

『
心
に
響
く

天
使
の
詩
』

児
島
晃 

著

間
米
由
美
子 

著


